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水系で使用されるPRTR対象物質について、利根川や淀川など広域水系における空間的な曝露評価と
対策を行うためにCRM（化学物質リスク管理研究センター）が開発した解析モデル。以下の機能を有す
る。
　・化学物質外出量データの作成･確認
　・化学物質水系曝露濃度の計算
　・計算結果の図化
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